
議案第１号 

日進市債権管理条例の制定について 

 日進市債権管理条例を別紙のとおり制定する。 

  令和２年２月２５日提出 

                       日進市長 近 藤 裕 貴    

１ 提案理由 

  この案を提出するのは、市が保有する債権の管理の適正化を一層図るため、日進

市債権管理条例を制定する必要があるからであります。 

２ 制定内容 

時効の援用を要する私債権等について、放棄することができる要件等必要な事項

を定める。 
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日進市債権管理条例 

                          令和  年  月  日  

                          条 例 第     号  

（趣旨） 

第１条 この条例は、市の債権の管理の適正を期するため、その管理に関する事務の

処理について必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この条例において「市の債権」とは、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。 

以下「法」という。）第２４０条第１項に規定する金銭の給付を目的とする市の権

利（同条第４項各号に掲げる債権を除く。）をいう。 

（他の法令等との関係） 

第３条 市の債権の管理に関する事務の処理については、法令又は他の条例若しくは

これに基づく規則等に特別の定めがある場合を除くほか、この条例の定めるところ

による。 

（市長の責務） 

第４条 市長は、法令又は条例若しくはこれに基づく規則等の定めるところにより、

市の債権を適正に管理しなければならない。 

（債権の放棄） 

第５条 市長は、市の債権（法第２３１条の３第３項に規定する歳入に係る市の債権

を除く。以下同じ。）について、次の各号のいずれかに該当する場合においては、

当該市の債権及びこれに関し既に発生した履行の遅滞に係る損害賠償金を放棄する

ことができる。 

（１）当該市の債権につき消滅時効に係る時効期間が満了したとき。 

（２）債務者が死亡し、その債務について限定承認があった場合において、その相続

財産の価額が強制執行をした場合の費用並びに他の優先して弁済を受ける債権及

び市以外の者の権利の金額の合計額を超えないと見込まれるとき。 

（３）破産法（平成１６年法律第７５号）第２５３条第１項、会社更生法（平成１４

年法律第１５４号）第２０４条第１項その他の法令の規定により、債務者が当該

市の債権につきその責任を免れたとき。 

（４）債務者が生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）の規定による保護を受け、 

当該市の債権について、履行させることが著しく困難又は不適当であると認めら

れるとき。 

（委任） 

第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 
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 この条例は、公布の日から施行し、市の債権のうち、同日前において第５条第１号

又は第３号の規定に該当していたものについても適用する。 


